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スマートフォンからも
ご覧いただけます

ここをクリック

インターネット配信やってます 次回定例会の予定

6月7日（金）～
　　  　　　14日（金）
一般質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

6月10日（月）、11日（火）

議会 Facebookも
更新中

QRコードから
アクセス

　約
90
億
円
の一般
会
計
予
算
の
な

か
で
、特
に
な
に
を
紙
面
で
お
伝
え

す
べ
き
か
編
集
会
議
で
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
直
結
す
る
も
の
や
関
心
の
高
い

分
野
、議
会
で
修
正
し
た
事
業
な
ど

を
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　ま
だ
至
ら
な
い
点
は
多
い
で
す

が
、今
後
も
住
民
目
線
で
の
編
集
を

心
が
け
ま
す
の
で
、忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

平

山

賢

治

大

　石

　
　
　純

中

　村

　竜

　博

平

　田

　康

　雄

白

　根

　美

　穂

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

（
中
村
）

大刀洗町議会
http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

発
行
責
任
者
／
高
橋
直
也

聞き手から
（平山）

　技
術
の
進
歩
で
日
々

変
化
す
る
世
の
中
、
政

治
も
長
期
的
な
展
望
で

将
来
像
を
描
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。

多
様
な
世
代
が
集
え
る

　
　
　
　
　
運
動
施
設
を

冨
多
佐
田 

拓
海
さ
ん（
19
歳
）

さ

　

 

だ

た
く
み

　
専
門
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
コ
ー
ス
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

毎
日
西
鉄
甘
木
線
で
博
多
の
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
2
年
生
か

ら
現
在
ま
で
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に

所
属
し
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
。

　
選
挙
に
は
県
議
選
、町
議
選
の
2
回

行
き
ま
し
た
。小
さ
い
こ
ろ
に
親
に
連

れ
ら
れ
て
投
票
所
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、抵
抗
な
く
投
票
で
き
ま
し

た
。候
補
者
を
選
ぶ
と
き
は
、私
た
ち

の
長
い
将
来
を
考
え
て
く
れ
る
人
を

と
、比
較
的
若
い
方
を
選
ぶ
こ
と
が
多

い
で
す
。

18
歳
に
な
り
選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、多
く
の
方
の

健
康
づ
く
り
や
軽
い
運
動
、フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、高

齢
者
の
方
の
健
康
維
持
も
社
会
的
な

責
務
で
す
。

　
大
刀
洗
町
で
も
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

や
、だ
れ
で
も
気
軽
に
運
動
で
き
る
公

園
が
も
っ
と
町
内
に
あ
れ
ば
、小
学
生

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、多
様
な
世
代
が

交
流
で
き
る
場
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

大
刀
洗
町
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
。

　
最
近
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
も
科
学
的
知

見
を
取
り
入
れ
、
デ
ー
タ
分
析
を
も
と

に
効
果
的
な
練
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
時
代

は
商
業
科
で
情
報
技
術
を
学
び
ま
し
た

し
、
情
報
の
活
用
で
ス
ポ
ー
ツ
界
に
さ

ら
に
活
気
が
出
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
プ
ロ
選
手
の
ト
レ
ー
ナ
ー

を
目
指
し
た
り
、
海
外
で
の
経
験
も
積

み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
夢
や
目
標
は
。

5月29日（水）　午後7時
大堰交流センター

5月28日（火）　午後7時
本郷・ふれあいセンター

5月18日（土）　午後2時
菊池・就業改善センター

5月17日（金）　午後7時
大刀洗・南部コミュニティセンター第

14
回
議
会
報
告
会

特 

集
新
年
度
予
算

く
わ
し
く
は

議
会
報
告
会
で
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平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
(見込み)

令和6年
(見込み)

町債(借金)

基金(貯金)

毎年の寄附額

積立額

　給食費、医療費助成などの子育て支援や、ド
リームセンター照明改修工事など105の事業
で活用予定です。

　6年度は、ため池浚せつや排水ポンプ、校区センター改修工事など
で借り入れが予定されています。
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6年度 予算は一部を修正して可決
　3月定例会を3月４日から19日までひらき、6年度の当初予算をはじめ、人事や条例
案など31件の議案を審議しました。
　このうち、一般会計予算については、一部の項目を削除のうえ、賛成多数で可決し
ました。これから1年間、可決した予算にもとづく事業を住民の立場で監視します。

民生費
32億2417万円

町税
15億4829万円

自
主

財

源
財

源

依

存
繰入金

8億8044万円

寄附金
5億250万円

その他
6億7486万円地方交付税

20億7000万円

国庫支出金
12億5899万円

県支出金
8億3566万円

消防費
2億5352万円

教育費
8億3814万円

災害復旧費
108万円

公債費
5億485万円 議会費

8976万円
予備費
1000万円

その他
4億9057万円

町債
6億3380万円

衛生費
6億1167万円

総務費
16億2942万円

土木費
9億3663万円

商工費
3029万円

農林水産費
7億6559万円

支出
88億
9512万円

収入
88億
9512万円

町の
借り入れ金です。

自治体の規模や財政力に応じて
国から交付されるお金です。

ふるさと納税の
寄附金はここに
含まれます。

保育や医療など
使い道の決まった
補助金です。

町民税、固定資産税、軽自動車税など、
私たちが払っている税金です。

借り入れの
返済金です。

医療や介護、
子育てなどに
使うお金です。

ごみ・し尿の
処理費です。

ふるさと納税の返礼品代
などはここに含まれます。

　一般会計の当初予算は約89億円で、昨年とほぼ同じ水準とな
りました。
　コロナ対応が一段落し、関連の予算が減少したいっぽう、災害
対策や校区センターの補修などの工事が増加しています。

１ 一般会計の予算はほぼ前年なみ

　7年間、ほぼ毎年のように豪雨や浸水の被害が出ており、河
川やため池などの改修に予算がつけられています。また、18
歳までの医療費助成や給食費補助、保育料の軽減など、子育
て世代への支援も続けられます。

2 引き続き防災や子育て支援に重点

　全国の皆さんから寄せられたふるさと納税の積み立
てが約24億円あり、昨年度につづき約5億円を取り崩し
てさまざまな事業にあてます。医療費や給食費の補助も
この財源を活用しています。

3 今年度もふるさと寄附金を活用

　議会として、議会報告会で寄せられたご意見や団
体との意見交換、予算・決算委員会での質疑を踏ま
え、住民の利益になる予算か、議会の提言は生かさ
れたかなど広い角度から予算を審査しました。

4 住民意見や議会での議論をもとに審議

中山町長高橋議長

　2
期
目
の
町
政
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
対
話

を
大
切
に
、
財
政
の
健
全
化
と
子

育
て
・
教
育
支
援
、
健
康
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
の
3
本
柱
を
は

じ
め
、
防
災
力
強
化
や
交
通
対
策

に
も
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　6
名
の
新
人
議
員
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
当
初
予
算
審
議
と
な
り

ま
し
た
が
、
疑
問
点
な
ど
率
直
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

を
踏
ま
え
、
一
部
を
修
正
し
て
可

決
し
ま
し
た
の
で
、
く
わ
し
く
は

本
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ギカイの視点①

貯金と借金の状況ふるさと応援寄附金の推移

3
本
柱
と

防
災・交
通
に
注
力

※四捨五入により合計が一致しないことがあります。

住民の目線
で

予算をチェ
ック
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　議
会
で
は
、
報
告
会
や
各
種
委
員
会
の
議
論
を
も
と
に
、
町
へ
の

提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
見
が
事
業
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
、
予
算
委
員
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

議
会
や
住
民
の
提
言
は

　
　
　

 

反
映
さ
れ
た
か
？

たちあらい 議会だより  第182号
令和6年4月26日発行5 たちあらい 議会だより 182号

令和6年4月26日発行 4

小柳さん（甲条）

　た
め
池
の
浚
せ
つ

は
大
変
あ
り
が
た

い
。
十
三
塚
た
め
池

は
西
側
の
斜
面
が
自

然
林
の
ま
ま
な
の

で
、
そ
ち
ら
の
整
備

も
お
願
い
し
た
い
。

　高
校
に
入
る
と
今

ま
で
以
上
に
お
金
が

か
か
る
の
で
、
18
歳

ま
で
の
医
療
費
助
成

と
い
う
支
援
は
あ
り

が
た
い
で
す
。

熊谷さん（山隈）矢永さん（冨多）

　子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
、
い
ろ
ん
な
世
代
が

利
用
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
持
ち
込
め

な
い
も
の
な
ど
の
周
知
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

田原さん（高樋）

　現
在
の
建
物
は
古
く
て

使
い
勝
手
も
よ
く
な
い
の

で
、
改
修
で
使
い
や
す
く

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

災害対策を急ぐ

3億6404万
円

　防災重点ため池のうち2カ所（琵琶、十三
塚）の浚せつ工事を実施し、農業用水の確保
と下流域の農地被害や土石流出被害の軽減を
図ります。

子育て支援を推進環境対策を進める校区センターを
大規模改修 ため池を

浚せつ843万円
　4校区センターに設置している資源回収ス
テーションを継続して運営し、あわせてコ
ミュニティの活性化や資源に関する啓発など
を推進します。

資源回収ステーションを
継続

92万円
　パソコンやモニターなどを含む小型家電や
スマホなどを、町が無償で引き取ります。役
場の玄関内に回収所を設置しています。

小型家電を回収

1億2311万
円

　4つの校区センターを、建築年が古い順に
改修します。今年度は南部コミュニティセン
ターと就業改善センターを予定しています。

1484万円

　妊産婦や子ども、その家庭に対し相談など
支援を行い、子どもを安心して生み育てるこ
とができる環境づくりの拠点。6月ごろから
稼働予定です。

こども家庭センターを
開設

●こども自立サポートセンター
●乳児の7カ月全戸訪問
●18歳までの医療費を助成
●小中学校の給食費や保育園の
　副食費に補助

1239万円
301万円
9556万円
2107万円

1億2000万
円

　浸水を地区外に排出するため、堤防をまた
いで排水ポンプを常設します。7年6月に完成
予定です。
　このほか、県による調整池（高樋）の建設
も進められています。

床島地区に
排水ポンプ
を設置

ギ
カ
イ
の

視
点
②

昨
年
の
決
算
委
員
会
で
の
意
見

1
決
算
書
に
数
値
の
誤
り
が
多
い
の
で
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

町
今
後
と
も
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
誤
り
の
な
い
よ
う
し
た
い
。

2
主
要
な
政
策
に
つ
い
て
は
目
的
を
明
確
に
し
資
料
作
成
を

町
新
し
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
事
前
説
明
を
心
が
け
た
い
。

4
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
公
有
財
産
は
適
切
な
利
活
用
を

町
使
用
料
な
ど
を
改
正
し
た
。
今
後
も
条
例
に
も
と
づ
き
適
正
な

利
用
に
努
め
る
。

3
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
三
原
城
址
の
活
用
は
、
中
長
期
的

な
計
画
を

町
1・2
月
の
全
員
協
議
会
で
の
説
明
と
あ
わ
せ
、今
後
明
確
に
し
た
い
。

5
５
年
以
上
の
継
続
事
業
は
、 

成
果
を
評
価
し
見
直
し
を
含
め
て

検
討
を

町
主
要
政
策
の
な
か
で
、
成
果
や
課
題
も
見
直
し
な
が
ら
事
業
を

検
討
し
た
い
。

その他の特別会計も審議

　後期高齢者医療会計は、75歳以上人口の増などにより医療費が
増加傾向にあります。そのほかの３つの会計は、ほぼ前年なみの予算
でそれぞれの事業を運営する予定です。

予算額 前年比

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

土地取得会計

下水道事業会計

17億5423万円

2億7393万円

480万円

11億8845万円

2.3%

12.6%

0.5%

0.8%

減

増

増

減

そのほかに

　議
会
で
は
、
報
告
会
や
各
種
委
員
会
の
議
論
を
も
と
に
、
町
へ
の

提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
見
が
事
業
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
、
予
算
委
員
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

議
会
や
住
民
の
提
言
は
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め
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斜
面
が
自
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ち
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整
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お
願
い
し
た
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。
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た
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。
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5月29日（水）　午後7時
大堰交流センター

5月28日（火）　午後7時
本郷・ふれあいセンター

5月18日（土）　午後2時
菊池・就業改善センター

5月17日（金）　午後7時
大刀洗・南部コミュニティセンター
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　議
会
か
ら
の
意
見
は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　以
前
か
ら
の
課
題
が
、
解
決
や
具
体
化

に
至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
1
年
間
も
、
予
算
や
事
業

が
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
議
会
と

し
て
し
っ
か
り
監
視
し
ま
す
。

　子
育
て
支
援
は
他
自
治
体
に
比
べ
て
も
手
厚
く
行

わ
れ
て
お
り
評
価
で
き
る
。
し
か
し
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
は
納

得
で
き
る
説
明
が
な
く
、
具
体
的
な
目
標
が
必
要
。

　新
事
業
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
自
立

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
期
待
し
た
い
。
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
、
防
災
力
強
化

の
取
り
組
み
も
評
価
で
き
る
。

　修
正
に
は
賛
成
。
そ
の
他
も
子
育
て
負
担
の
軽
減

や
補
聴
器
補
助
な
ど
は
大
い
に
評
価
。
い
っ
ぽ
う
、

随
意
契
約
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
や
同
和
関
連
支
出

は
賛
成
で
き
な
い
。
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
軽
減
を
。

議会から 4点の意見

三原城址の
土地買収費を
削除して可決
　予算委員会では、三原城址の土地買収費の一部となる
3000万円を削除のうえ、その他の予算は賛成多数で可決し
ました。

・事業目的や根拠が不透明
・土地や建物の評価が定まらない中での買収は
　時期尚早ではないか
・開発公社に対して、活用計画などを出させるべき
・財源内訳も間違っている

野瀬予算委員長

平山 議員 平田 議員 白根 議員

く
わ
し
く
は

議
会
報
告
会
で
！

1 引き続き予算書や書類に誤りが見受けられ
るので、チェック体制の強化を。

・みなさんのご意見を聞き、議会へ持ち帰って対応を検討します
・重点項目は町長にも要望し、ご意見を町政に生かすよう努めます

2 資源回収ステーションや三原城址などは、
中長期的な計画を策定し、住民や議会へ報
告すること。

3 新規、継続を問わず、事業の目標を明確に
し適正に管理すること。各種の支援、助成
制度を住民へ周知すること。

4 中長期的な事業は再評価など検証をおこな
うこと。

そのほかの予算は可決しましたが、全体として、以下
の点に留意して予算を執行するよう注文しました。

おもな意見
討 論

さまざまな課題を重層的に
支援 1027万円

3000万円

　高齢者、障がい者、ヤングケアラーや引きこもり、生活困窮と
いった福祉課題を複合的に抱えている人に対し、行政の担当が連
携し支援をおこないます。

窓口の対応を改革
1億1038万

円

　住民と行政との接点をデジ
タル化することで「書かない
ワンストップ窓口」などを目
指します。

のりあい定額タクシー
620万円

　5年度につづき社会実験を継続し
ます。6年度はタクシー事業者への
配車に関する経費などが追加され
ています。

　現在発掘中の三原城址と宅
地について、町から3000万円
を土地開発公社に貸し付け、
公社の6000万円とあわせて買
収を図ります。

三原城址の
土地を買収

ギカイの視点③

修
正
案
に
賛
成

修
正
案
に
賛
成

修
正
案
賛
成
、
原
案
反
対
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補正予算
条例など

生
活
応
援
の
給
付
金
な
ど
を
追
加

重松  俊一さん
しげまつ しゅんいち

　
町
の
地
域
振
興
課
長
、
総
務
課
長
な

ど
を
経
て
３
月
ま
で
再
任
用
職
員
と
し

て
建
設
課
勤
務
。
62
歳
。

任
期
は
4
月
1
日
か
ら
4
年
間
。

　
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
の
議
論
を

踏
ま
え
、
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、
町
の
条
例
を
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
議
員
や
そ
の
家
族
な

ど
が
町
の
工
事
や
契
約
を
請
け
負
う
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
6
年

度
か
ら
、
年
間
3
0
0
万
円
を
超
え
な

い
額
で
あ
れ
ば
請
け
負
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
議
員
の
請
負
状
況
を
公

表
す
る
条
例
も
制
定
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
６
年
４
月
か
ら
3
年

間
。 高 

松

　廣 

美
さ
ん
（
再
）

た
か
ま
つ

ひ
ろ
み

平 

田

　秀 

信
さ
ん
（
新
）

ひ
ら
た

ひ
で
の
ぶ

　
3
月
議
会
で
は
、
当
初
予
算
の
ほ
か
に
、
5
年
度
予
算
の
最
終
の
補
正
や
、
21
件
の

議
案
、
人
事
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
で
は
、
国
に
よ
る
生
活
応
援
給
付
金
な
ど
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■補正予算のおもな追加分

　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
名
称
変

更
（
7
年
4
月
か
ら
）
、
役
場
の

課
を
新
設
な
ど
の
議
案
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に

政
治
倫
理
条
例
を

改
正

完成間近の遊具（運動公園）

　
当
初
の
想
定
よ
り
も
1
回
あ
た

り
の
乗
車
距
離
が
短
か
っ
た
た

め
、
運
賃
へ
の
補
助
額
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

課長

　
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
予
算
が

3
0
0
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
績
的
に
は
ど
う
か
。

議員

　
大
刀
洗
町
か
ら
も
職
員
を
出
し

て
く
れ
な
い
か
と
内
閣
府
か
ら
声

か
け
を
い
た
だ
い
た
。
当
町
の
よ

う
な
小
規
模
の
自
治
体
に
声
が
か

か
る
の
は
珍
し
く
、
職
員
に
と
っ

て
も
経
験
に
な
る
。

町長

　
職
員
を
研
修
で
中
央
省
庁
に
派

遣
と
の
こ
と
だ
が
、
目
的
や
効
果

を
ど
う
見
る
か
。

議員

　
能
登
地
震
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
資
材
の
調
達
が
困
難
と
な
っ

た
の
で
5
月
末
の
完
成
を
見
込
ん

で
い
る
。

課長

　
運
動
公
園
の
遊
具
は
、
５
年
度

内
に
完
成
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、

な
ぜ
年
度
を
ま
た
ぐ
の
か
。
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条例など
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手数料条例の改正(専決1件)

こども家庭センター設置条例､課設置条例の改正など(全13件)

政治倫理条例の改正など(議員提案2件)
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会
議
の
結
果

私はこう判断
※議長は採決に加わりません（○…賛成､×…反対､棄…棄権）
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）

こ
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削
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（
再
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ゆ
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ん
じ

　
任
期
は
い
ず
れ
も
６
年
４
月

か
ら
4
年
間
。
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再
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み
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之
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）
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ろ
ゆ
き

森 

山

　幸 

代
さ
ん
（
新
）

も
り
や
ま

さ
ち
よ

菰田  佳明さん
こもだ よしあき

　
前
任
者
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い

新
た
に
選
任
。
任
期
は
4
月
1
日
か

ら
4
年
間
。

教
育
委
員

　
省
庁
へ
の
職
員
研
修
は

目
的
や
効
果
が
不
明
確

で
、
町
負
担
で
派
遣
す
る

こ
と
は
賛
成
で
き
な
い
。

討 論

能登半島地震災害へ義援金（日本赤十字社）

低所得、子育て世帯などへの生活応援給付金

中央省庁への職員研修のための住宅賃借費

公共施設整備基金に積み立て

下水道整備基金に積み立て

教育施設整備基金に積み立て

200万円

1億7200万円

370万円

2861万円

4065万円

4050万円

選挙管理委員補充員 選挙管理委員 固定資産評価委員

　
現
役
の
職
員
時
代
か

ら
、
災
害
対
応
な
ど
し
っ

か
り
と
任
務
を
こ
な
し
て

き
た
と
評
価
す
る
。

　
他
の
議
員
か
ら
も
指
摘

が
あ
っ
た
が
、
過
去
の
言

動
を
考
慮
す
る
と
就
任
に

は
不
安
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。

反対（平山）

討 論

反
対
（
平
山
）

賛
成
（
平
田
）
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に
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の
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６年度に実現に
努める

排水ポンプなどを
整備

町長町長

早急な冠水対策を 公約の家庭センターや
農業振興は

進行中の調節池工事（高樋） 改修したこども家庭センター（旧健康センター）

  平田 康雄 議員
ひら た やす お

　
町
長
の
公
約
で
あ
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
は
。

議員

　
予
防
接
種
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
約
２
万
円

と
高
額
で
、
２
回
の
接
種
が
必

要
な
た
め
助
成
で
き
な
い
か
。

議員

　
４
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
が
任
意
接
種
と
な
る

が
、対
応
は
。

議員

　
妊
産
婦
や
子
育
て
世

帯
、
子
ど
も
へ
の
一
体

的
な
支
援
の
た
め
、
６
年
度
に

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。

　
ま
た
、
家
庭
や
学
校
に
居
場

所
の
な
い
子
ど
も
の
生
活
習
慣

の
形
成
や
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
「
こ
ど
も
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
併
設
す
る
。

町長

　「
農
業
の
振
興
」
も

町
長
の
公
約
だ
が
。

議員

　
農
業
振
興
の
た
め
、

目
指
す
べ
き
５
年
後
、

10
年
後
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
地
域
計
画
の
策
定
を

進
め
る
。
ま
た
、
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
や
新
規
就
農
者
の

支
援
の
充
実
に
取
り
組
む
。

町長

　
た
め
池
や
調
節
池
が

十
分
な
機
能
を
果
た
す

た
め
に
は
、
細
や
か
な
運
用
が

必
要
と
考
え
る
が
。

議員

　
防
災
士
に
求
め
る
役

割
は
。

議員

　
菊
池
校
区
の
内
水
氾

濫
の
対
策
は
。

議員

　
た
め
池
は
地
元
と
の

協
定
に
よ
り
、
事
前
に

水
門
操
作
を
行
っ
て
も
ら
う
。

　
調
節
池
は
河
川
水
位
の
上
昇

時
に
一
部
分
下
が
っ
た
堤
防
か

ら
越
流
さ
せ
、
排
水
は
人
的
操

作
の
必
要
が
な
い
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

町長

　
冠
水
の
量
や
時
間
の

短
縮
に
つ
な
げ
る
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
や
ま
だ
い
裏

は
側
溝
の
整
備
、
ワ
ン
ダ
ー
ラ

課長

　
自
主
防
災
組
織
や
地

域
の
中
で
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
防
災
意
識
を
高
め

る
役
割
。

町長

　
予
防
接
種
は
、
予
防

接
種
法
に
も
と
づ
き
町

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、

接
種
対
象
と
な
る
50
歳
以
上
の

住
民
が
多
い
た
め
、
町
単
独
で

の
助
成
は
難
し
い
。
国
・
県
に

定
期
接
種
化
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
助
成
し
て
い
る
市
町
村

の
状
況
を
調
査
し
た
い
。

町長

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
は
７

千
円
の
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、

町
の
補
助
に
よ
り
自
己
負
担
額

は
軽
減
す
る
予
定
で
あ
る
。

課長

予
防
接
種
に
対
す
る

　
　
　町
の
考
え
は

町
長
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
き

実
施

　
放
課
後
に
遊
べ
る
場

の
重
要
性
、有
効
性
に
つ

い
て
認
識
は
。

議員

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
所
を
確
保
す
る
上
で

重
要
で
あ
り
、
学
校
以
外
の
居

場
所
と
し
て
も
大
切
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
。

教育長

　
現
在
は
設
置
の
予
定

は
な
い
。
学
童
保
育
な

ど
に
つ
い
て
は
校
庭
を
活
用
し

て
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
大
人

が
ル
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
な
が

ら
管
理
し
て
い
る
の
で
、
校
庭

を
活
用
し
た
あ
そ
び
場
づ
く
り

を
積
極
的
に
行
う
予
定
は
な
い
。

教育長

　
学
校
か
ら
距
離
の
あ

る
地
域
に
あ
そ
び
場
整

備
の
方
針
を
立
て
ら
れ
な
い
か
。

ま
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い
た
ま

ま
校
庭
を
利
用
す
る
放
課
後
あ

そ
び
場
は
で
き
な
い
か
。

議員 放
課
後
の

　あ
そ
び
場
整
備
を

教
育
長

現
在
の
と
こ
ろ

設
置
は
考
え
て
い
な
い

　
小
・
中
学
校
の
不
登
校

児
は
１
月
末
現
在
で
57
名
。

こ
ど
も
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
支
援
に
期
待
し

た
い
。

　
公
園
か
ら
遠
い
地
域
に

は
、
親
子
・
み
ん
な
が
遊
び
、

集
え
る
場
所
が
近
く
に
ほ

し
い
。

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会事務局、各校区センターで

もご覧いただけます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

松本 照行 議員
まつもと てるゆき

一 般 問質
町政を問う！

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
不
登
校
児
の
支
援
の

た
め
の
施
設
で
、子
た
ち
が
「
い

つ
で
も
・
誰
で
も
」
自
由
に
学

べ
る
場
と
す
る
た
め
、
専
門
職

員
を
２
名
配
置
す
る
。

課長

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

ン
ド
裏
は
配
水
管
の
口
径
の
変

更
、
中
村
石
材
南
側
に
は
排
水

路
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

たちあらい 議会だより  第182号
令和6年4月26日発行

たちあらい 議会だより  第182号
令和6年4月26日発行11 10

６年度に実現に
努める

排水ポンプなどを
整備

町長町長

早急な冠水対策を 公約の家庭センターや
農業振興は

進行中の調節池工事（高樋） 改修したこども家庭センター（旧健康センター）

  平田 康雄 議員
ひら た やす お

　
町
長
の
公
約
で
あ
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
は
。

議員

　
予
防
接
種
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
約
２
万
円

と
高
額
で
、
２
回
の
接
種
が
必

要
な
た
め
助
成
で
き
な
い
か
。

議員

　
４
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
が
任
意
接
種
と
な
る

が
、対
応
は
。

議員

　
妊
産
婦
や
子
育
て
世

帯
、
子
ど
も
へ
の
一
体

的
な
支
援
の
た
め
、
６
年
度
に

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。

　
ま
た
、
家
庭
や
学
校
に
居
場

所
の
な
い
子
ど
も
の
生
活
習
慣

の
形
成
や
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
「
こ
ど
も
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
併
設
す
る
。

町長

　「
農
業
の
振
興
」
も

町
長
の
公
約
だ
が
。

議員

　
農
業
振
興
の
た
め
、

目
指
す
べ
き
５
年
後
、

10
年
後
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
す
る
地
域
計
画
の
策
定
を

進
め
る
。
ま
た
、
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
や
新
規
就
農
者
の

支
援
の
充
実
に
取
り
組
む
。

町長

　
た
め
池
や
調
節
池
が

十
分
な
機
能
を
果
た
す

た
め
に
は
、
細
や
か
な
運
用
が

必
要
と
考
え
る
が
。

議員

　
防
災
士
に
求
め
る
役

割
は
。

議員

　
菊
池
校
区
の
内
水
氾

濫
の
対
策
は
。

議員

　
た
め
池
は
地
元
と
の

協
定
に
よ
り
、
事
前
に

水
門
操
作
を
行
っ
て
も
ら
う
。

　
調
節
池
は
河
川
水
位
の
上
昇

時
に
一
部
分
下
が
っ
た
堤
防
か

ら
越
流
さ
せ
、
排
水
は
人
的
操

作
の
必
要
が
な
い
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

町長

　
冠
水
の
量
や
時
間
の

短
縮
に
つ
な
げ
る
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
や
ま
だ
い
裏

は
側
溝
の
整
備
、
ワ
ン
ダ
ー
ラ

課長

　
自
主
防
災
組
織
や
地

域
の
中
で
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
防
災
意
識
を
高
め

る
役
割
。

町長

　
予
防
接
種
は
、
予
防

接
種
法
に
も
と
づ
き
町

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、

接
種
対
象
と
な
る
50
歳
以
上
の

住
民
が
多
い
た
め
、
町
単
独
で

の
助
成
は
難
し
い
。
国
・
県
に

定
期
接
種
化
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
助
成
し
て
い
る
市
町
村

の
状
況
を
調
査
し
た
い
。

町長

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
は
７

千
円
の
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、

町
の
補
助
に
よ
り
自
己
負
担
額

は
軽
減
す
る
予
定
で
あ
る
。

課長

予
防
接
種
に
対
す
る

　
　
　町
の
考
え
は

町
長
予
防
接
種
法
に
も
と
づ
き

実
施

　
放
課
後
に
遊
べ
る
場

の
重
要
性
、有
効
性
に
つ

い
て
認
識
は
。

議員

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
所
を
確
保
す
る
上
で

重
要
で
あ
り
、
学
校
以
外
の
居

場
所
と
し
て
も
大
切
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
。

教育長

　
現
在
は
設
置
の
予
定

は
な
い
。
学
童
保
育
な

ど
に
つ
い
て
は
校
庭
を
活
用
し

て
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
大
人

が
ル
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
な
が

ら
管
理
し
て
い
る
の
で
、
校
庭

を
活
用
し
た
あ
そ
び
場
づ
く
り

を
積
極
的
に
行
う
予
定
は
な
い
。

教育長

　
学
校
か
ら
距
離
の
あ

る
地
域
に
あ
そ
び
場
整

備
の
方
針
を
立
て
ら
れ
な
い
か
。

ま
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い
た
ま

ま
校
庭
を
利
用
す
る
放
課
後
あ

そ
び
場
は
で
き
な
い
か
。

議員 放
課
後
の

　あ
そ
び
場
整
備
を

教
育
長

現
在
の
と
こ
ろ

設
置
は
考
え
て
い
な
い

　
小
・
中
学
校
の
不
登
校

児
は
１
月
末
現
在
で
57
名
。

こ
ど
も
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
支
援
に
期
待
し

た
い
。

　
公
園
か
ら
遠
い
地
域
に

は
、
親
子
・
み
ん
な
が
遊
び
、

集
え
る
場
所
が
近
く
に
ほ

し
い
。

一般質問は、議員が町政全般について

現状や方針を問うものです。１人あたり

の持ち時間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要

約し広報委員会が校正したものです。議

事録は、議会事務局、各校区センターで

もご覧いただけます。

⇩映像配信はコチラ

⇧議事録はコチラ

松本 照行 議員
まつもと てるゆき

一 般 問質
町政を問う！

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
不
登
校
児
の
支
援
の

た
め
の
施
設
で
、子
た
ち
が
「
い

つ
で
も
・
誰
で
も
」
自
由
に
学

べ
る
場
と
す
る
た
め
、
専
門
職

員
を
２
名
配
置
す
る
。

課長

議
員
の
つ
ぶ
や

き

議
員
の
つ
ぶ
や

き

ン
ド
裏
は
配
水
管
の
口
径
の
変

更
、
中
村
石
材
南
側
に
は
排
水

路
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
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實藤 量德 議員
さねふじ かずのり

国の動向を踏まえ
対応を検討

町長解体の補助や利活用
を進めたい

町長研修や組織的な
対応を検討

町長

空き家対策の充実を ライドシェアへどう対応基本的な実務が
できていないのでは

　
の
り
あ
い
定
額
タ
ク

シ
ー
の
利
用
状
況
と
実

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
。

議員

　
交
通
弱
者
対
策
と
し

て
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ

ど
う
対
応
す
る
か
。

議員

　
運
行
開
始
か
ら
増
加
、

現
在
は
５
５
３
名
が
登

録
し
１
日
約
16
名
が
利
用
。

　
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
早

朝
・
夜
間
の
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

を
通
じ
て
、
利
用
状
況
や
潜
在

的
需
要
の
把
握
に
取
り
組
む
。

町長

　
自
家
用
車
を
使
用
し

有
償
で
旅
客
運
送
す
る

制
度
を
ど
う
考
え
る
か
。

議員

　
農
地
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
の
対
象
・
採
択

基
準
と
受
益
者
負
担
の
現
状
は
。

議員

　
採
択
基
準
に
満
た
な

い
小
規
模
災
害
に
つ
い

て
、
町
独
自
の
対
応
策
は
。

議員

　
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
踏
ま
え
、
旅
客

運
送
制
度
が
求
め
る
公
共
交
通

の
空
白
地
域
に
該
当
す
る
か
否

か
な
ど
を
検
証
し
た
う
え
で
、

対
応
を
考
え
た
い
。

町長

　
田
・
畑
や
水
路
、
用

水
機
な
ど
の
農
業
施
設

が
対
象
で
、
１
カ
所
の
工
事
費

が
40
万
円
以
上
の
事
業
が
対
象

と
な
り
、
補
助
金
を
引
い
た
残

り
の
５
割
が
受
益
者
負
担
と
な

る
。 町長

　
農
業
災
害
の
受
益
者

負
担
の
軽
減
措
置
を
。

議員

　
分
担
金
徴
収
条
例
に

も
と
づ
く
減
免
や
要
綱

改
正
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

町長

　
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

民
間
で
の
売
買
や
賃
貸

を
推
進
す
る
こ
と
が
主
流
と
認

識
し
て
い
る
。
新
築
の
ア
パ
ー

ト
や
戸
建
て
の
分
譲
は
早
く
埋

ま
る
が
、
空
き
家
で
は
埋
ま
り

づ
ら
い
地
域
が
あ
る
の
で
、
対

策
は
今
後
の
課
題
と
思
う
。

町長

　
７
〜
８
割
を
補
助
す

る
農
地
等
災
害
復
旧
単

独
事
業
を
５
年
度
か
ら
創
設
し
た
。

町長

　
国
の
法
改
正
を
含
め
、

規
制
緩
和
や
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者

な
ど
と
協
議
し
、
対
応
を
検
討
。

町長

　
大
刀
洗
町
も
空
き
家

が
増
え
て
い
る
。
特
に

人
口
減
少
が
す
す
む
地
区
の
空

き
家
増
加
が
問
題
と
考
え
る
が
、

現
状
と
対
策
は
。

議員

　
解
体
補
助
の
金
額
と

実
績
は
。

議員

　
平
成
30
年
の
調
査
で

は
4
3
0
戸
、
空
き
家

率
７
．４
％
で
、全
国
平
均
の

１３
．６
％
よ
り
は
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。
校
区
別
で
は
、

大
堰
62
戸
、
本
郷
68
戸
、
大
刀

洗
32
戸
、
菊
池
52
戸
。
対
策
と

し
て
危
険
な
空
き
家
解
体
の
補

助
や
空
き
家
の
利
活
用
を
進
め

て
い
る
。

町長

　
補
助
率
は
費
用
の
２

分
の
１
ま
で
で
、
上
限

は
75
万
円
。
事
前
調
査
は
令
和

2
年
か
ら
5
年
ま
で
で
24
件
で
、

そ
の
う
ち
対
象
と
な
っ
た
11
件

の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

課長

　
宅
建
組
合
と
連
携
し

て
町
が
実
施
し
て
い
る

事
業
で
、
空
き
家
を
売
買
、
賃

貸
し
た
い
方
が
登
録
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
登
録
は
９
件
で
、

内
訳
は
売
買
８
件
、
賃
貸
１
件

で
あ
る
。

課長

　
近
年
、
町
が
提
案
す

る
条
例
や
予
算
案
で
の

数
字
、
文
章
間
違
い
の
多
発
、

ま
た
は
根
拠
や
目
的
な
ど
が
不

明
確
な
も
の
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
。
特
に
こ
の
２
、
3
年
は

危
機
的
状
況
で
は
な
い
か
。
行

政
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
や
事
務
は

適
正
に
機
能
し
て
い
る
か
。

議員

　
議
案
は
担
当
課
が
作

成
し
、
総
務
課
を
経
て

町
長
が
決
裁
し
て
い
る
。
時
間
の

余
裕
が
な
い
、
思
い
込
み
な
ど
の

理
由
で
間
違
い
が
発
生
し
て
お
り
、

今
後
は
法
務
研
修
や
分
担
の
見
直

し
、
組
織
的
な
対
応
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

町長

　
問
題
の
原
因
に
は
、

前
町
政
で
の
人
員
削
減

議員

　
12
月
議
会
で
、
校
区

セ
ン
タ
ー
関
連
の
条
例

案
を
２
対
９
で
否
決
し
た
が
、

否
決
の
原
因
な
ど
を
分
析
し
て

い
る
か
。

　
使
用
料
を
議
会
の
議
決
か
ら

外
す
と
い
う
こ
と
以
外
に
も
、

基
本
的
な
字
句
の
誤
り
、
料
金

の
単
位
時
間
が
な
い
、
施
行
日

の
根
拠
も
分
か
ら
な
い
な
ど
問

題
だ
ら
け
だ
と
考
え
る
が
。

議員

　
職
員
は
平
成
26
年
と

28
年
が
最
も
少
な
か
っ

た
が
、
現
在
は
13
名
増
員
し
て

い
る
。
行
政
の
問
題
や
新
規
事

業
の
説
明
な
ど
、
真
摯
な
議
会

対
応
を
心
が
け
た
い
。

町長

　
一
気
に
町
に
委
任
す

る
こ
と
に
対
し
て
承
認

い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
で
は
な

町長 災
害
時
の

　受
益
者
負
担
軽
減
を

町
長
条
例
に
よ
る
減
免
と

要
綱
改
正
で
対
応

　
町
が
実
施
し
て
い
る

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
。

実
績
は
ど
う
か
。

議員

　
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
移
住
希
望
者
を

募
る
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、

議員 空
き
家
バ
ン
ク
の

　
　  

　運
用
状
況
は

課
長
売
買
や
賃
貸
を

希
望
す
る
物
件
が
登
録

12
月
議
会
の

条
例
否
決
を
ど
う
認
識

町
長
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が

あ
る
こ
と
は
認
識

　
地
区
に
よ
っ
て
は
人
口

の
減
少
が
進
み
、
空
き
家

問
題
が
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
行
政
の
土
台
が
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
の
に
何
か

を
積
み
上
げ
よ
う
と
し
て

も
砂
上
の
楼
閣
で
す
。
町

長
の
２
期
目
で
基
本
の
再

構
築
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

平山 賢治 議員
ひらやま けん じ

野瀬 繁隆 議員
の　せ しげたか

　
農
地
災
害
の
常
態
化
に

と
も
な
う
受
益
者
負
担
に

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
一
歩

で
も
進
捗
が
感
じ
ら
れ
る

防
災
・
減
災
対
策
を
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

や
議
会
軽
視
も
影
響
し
て
い
る

の
で
は
。否
決
の
地
元
説
明
な
ど
、

真
摯
な
対
応
を
。

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
条
例
案
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
指
摘
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
、
今
後
の
行
政

運
営
に
生
か
し
た
い
。

☆
こ
の
ほ
か
に
、
飲
酒
運
転

対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

※

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は…

自
家

用
車
の
所
有
者
と
乗
り
た
い

人
を
結
び
付
け
る
移
動
手
段

の
こ
と
。

町
の
事
業
と
し
て
検
討
で
き
な

い
か
。

ニーズに対応して利用促進を当初予算でも修正案が可決 不良家屋の解体補助も行っている
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實藤 量德 議員
さねふじ かずのり

国の動向を踏まえ
対応を検討

町長解体の補助や利活用
を進めたい

町長研修や組織的な
対応を検討
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の
り
あ
い
定
額
タ
ク

シ
ー
の
利
用
状
況
と
実

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
。

議員

　
交
通
弱
者
対
策
と
し

て
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ

ど
う
対
応
す
る
か
。

議員

　
運
行
開
始
か
ら
増
加
、

現
在
は
５
５
３
名
が
登

録
し
１
日
約
16
名
が
利
用
。

　
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
早

朝
・
夜
間
の
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

を
通
じ
て
、
利
用
状
況
や
潜
在

的
需
要
の
把
握
に
取
り
組
む
。

町長

　
自
家
用
車
を
使
用
し

有
償
で
旅
客
運
送
す
る

制
度
を
ど
う
考
え
る
か
。

議員

　
農
地
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
の
対
象
・
採
択

基
準
と
受
益
者
負
担
の
現
状
は
。

議員

　
採
択
基
準
に
満
た
な

い
小
規
模
災
害
に
つ
い

て
、
町
独
自
の
対
応
策
は
。

議員

　
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
踏
ま
え
、
旅
客

運
送
制
度
が
求
め
る
公
共
交
通

の
空
白
地
域
に
該
当
す
る
か
否

か
な
ど
を
検
証
し
た
う
え
で
、

対
応
を
考
え
た
い
。
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田
・
畑
や
水
路
、
用

水
機
な
ど
の
農
業
施
設

が
対
象
で
、
１
カ
所
の
工
事
費

が
40
万
円
以
上
の
事
業
が
対
象

と
な
り
、
補
助
金
を
引
い
た
残

り
の
５
割
が
受
益
者
負
担
と
な

る
。 町長

　
農
業
災
害
の
受
益
者

負
担
の
軽
減
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を
。

議員

　
分
担
金
徴
収
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例
に

も
と
づ
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や
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な
ど
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。
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空
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つ
い
て
は
、
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賃
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を
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こ
と
が
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と
認

識
し
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。
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築
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埋
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が
、
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は
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り

づ
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地
域
が
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の
で
、
対
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今
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。
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８
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５
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の
所
有
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移
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検
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。



ど
う
な
っ
た

あ
の

は

問

防犯カメラの設置を
（平田議員）

答問

体育館へ空調機の設置を
（平田議員）

答

12
月
定
例
会

　一
般
質
問
で
、
町
長
が
「
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
内
容

に
つ
い
て
、
質
問
者
は
次
の
定
例
会
ま
で
に
検
討
状
況
の
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　12
月
議
会
の
質
問
に
対
す
る
町
の
回
答
を
報
告
し
ま
す
。

追跡
リポート

多くの外国人が農業を支えている
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意義ある
取り組みと考える

町長

町行事に外国人の
参加を促しては

　
町
内
在
住
の
外
国

人
の
現
状
は
。

議員

　
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
、
ド
リ
ー
ム

ま
つ
り
な
ど
町
の
行
事
に
参
加

を
促
し
て
は
ど
う
か
。

議員

　
5
年
12
月
末
で
５
８

２
名
と
なって
い
る
。

町長

　
ご
み
分
別
や
生
活

習
慣
の
違
い
か
ら
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
と
聞

く
が
。

議員

　
ご
み
や
資
源
の
分
別

は
、
前
居
住
地
と
の

ル
ー
ル
の
違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る

た
め
、
元
年
度
に
外
国
人
向
け

ご
み
の
出
し
方
を
６
カ
国
語
で

作
成
し
、
周
知
を
し
て
い
る
。

５
年
度
は
、
外
国
人
雇
用
企
業

に
対
し
、
ご
み
の
分
別
な
ど
の

出
前
講
座
を
実
施
し
た
。

町長

　
町
の
行
事
に
外
国
人

の
参
加
を
促
す
こ
と
は

意
義
の
あ
る
取
り
組
み
と
考
え

る
の
で
、
機
会
を
捉
え
て
発
信

し
て
い
き
た
い
。

町長

　
１
月
末
現
在
、３
つ
の

小
学
校
で
２１
名
、中
学

校
で
36
名
と
な
っ
て
い
る
。中
学

校
で
は
令
和
元
年
度
の
44
名
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

教育長

　
６
年
度
、開
設
す
る

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

教育長

　
町
内
の
小
中
学
校
の

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

現
状
は
。

議員 不
登
校
児
童・生
徒
の

　
　
　
　
　  

現
状
は

町
長
令
和
元
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

安丸 眞一郎 議員
やすまる しんいちろう

　日
本
の
農
業
や
多
く
の

産
業
を
支
え
る
外
国
人
と

の
共
生
社
会
は
、
災
害
に

備
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
も
急
務
で
す
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
不
登
校
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
は
。

議員モニターさんと
意見交 換

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、特
別
会
計
も
合
わ
せ

る
と
1
2
1
億
円
を
超
え
る
大
型
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
に
は
、大
刀
洗
町
の

持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
予

算
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
全
議
員
で
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

住
民
の
代
表
と
し
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

一般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は一部
の
事
業
を
認

め
ず
、修
正
可
決
と
し
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
出
た
意
見
に
十
分
留
意
し
て
町

政
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　
3
月
定
例
会
の
感
想
を
活
発
に
意
見

交
換
し
ま
し
た
。
ご
意
見
は
議
会
運
営

や
政
策
提
言
に
生
か
す
よ
う
一
同
が
ん

ば
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
て
、
4
期
目
の
モ
ニ
タ
ー
さ 

ん
た
ち
は
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
2

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
長
　高
橋  

直
也

内
に
こ
ど
も
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、居
場
所
の
な

い
子
ど
も
に
対
し
て
も
支
援
を

行
う
。

☆
こ
の
ほ
か
に
、
役
場
窓
口

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
庁
舎
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

手 話 通訳
あります

本会議などに
手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読を
CDに収録して自宅にお
届けします。

議会事務局
℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ お問い合わせ
社会福祉協議会
℡77-4877

声
の議会だより
お届けします

　
本
会
議
で
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
も

踏
ま
え
た
発
言
が
あ
り
、
有
意
義
な
意

見
交
換
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
の
委
員
会
が
傍
聴
で
き
る
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
論

の
テ
ー
マ
が
事
前
に
分
か
れ
ば
傍
聴
も

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
校
区
の
自
主
防
災
会
は
、
お
も
に

地
域
の
役
員
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
せ
っ
か
く
な
ら
防
災
士
に

も
構
成
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
は
。

　
最
近
の
一
般
質
問
は
聞
き
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。「
言
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
」
で
は
な
く
、
積
極
的
に
発
言
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
に

　
役
場
駐
車
場
や
校
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
町

が
管
理
す
る
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で

き
な
い
か
。

　
消
防
団
の
第
１
、
第
４
分
団
に
つ
い
て
は
、

車
庫
の
新
築
工
事
に
あ
わ
せ
5
年
度
末
ま
で

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
大
堰

公
園
に
も
設
置
予
定
で
あ
る
。

対
応
中

　
最
近
は
気
温
が
高
く
、
体
育
の
授
業
で
熱

中
症
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
も
空
調
機
が
必
要
で
は
。

　
設
置
済
み
の
他
自
治
体
を
調
査
中
。
費
用

な
ど
も
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
す
る
な
ど

し
て
い
る
。

調
査
中

　
1
月
29
日
に
公
民
館
サ
ー
ク
ル「
座・

た
ち
あ
ら
い
楽
集
塾
」の
皆
さ
ん
と
も

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

ど
う
な
っ
た

あ
の

は

問

防犯カメラの設置を
（平田議員）

答問

体育館へ空調機の設置を
（平田議員）

答

12
月
定
例
会

　一
般
質
問
で
、
町
長
が
「
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
内
容

に
つ
い
て
、
質
問
者
は
次
の
定
例
会
ま
で
に
検
討
状
況
の
報

告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　12
月
議
会
の
質
問
に
対
す
る
町
の
回
答
を
報
告
し
ま
す
。

追跡
リポート

多くの外国人が農業を支えている

たちあらい 議会だより  第182号
令和6年4月26日発行

たちあらい 議会だより  第182号
令和6年4月26日発行15 14

意義ある
取り組みと考える

町長

町行事に外国人の
参加を促しては

　
町
内
在
住
の
外
国

人
の
現
状
は
。

議員

　
共
生
社
会
実
現
に

向
け
て
、
ド
リ
ー
ム

ま
つ
り
な
ど
町
の
行
事
に
参
加

を
促
し
て
は
ど
う
か
。

議員

　
5
年
12
月
末
で
５
８

２
名
と
なって
い
る
。

町長

　
ご
み
分
別
や
生
活

習
慣
の
違
い
か
ら
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
と
聞

く
が
。

議員

　
ご
み
や
資
源
の
分
別

は
、
前
居
住
地
と
の

ル
ー
ル
の
違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る

た
め
、
元
年
度
に
外
国
人
向
け

ご
み
の
出
し
方
を
６
カ
国
語
で

作
成
し
、
周
知
を
し
て
い
る
。

５
年
度
は
、
外
国
人
雇
用
企
業

に
対
し
、
ご
み
の
分
別
な
ど
の

出
前
講
座
を
実
施
し
た
。

町長

　
町
の
行
事
に
外
国
人

の
参
加
を
促
す
こ
と
は

意
義
の
あ
る
取
り
組
み
と
考
え

る
の
で
、
機
会
を
捉
え
て
発
信

し
て
い
き
た
い
。

町長

　
１
月
末
現
在
、３
つ
の

小
学
校
で
２１
名
、中
学

校
で
36
名
と
な
っ
て
い
る
。中
学

校
で
は
令
和
元
年
度
の
44
名
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

教育長

　
６
年
度
、開
設
す
る

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

教育長

　
町
内
の
小
中
学
校
の

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

現
状
は
。

議員 不
登
校
児
童・生
徒
の

　
　
　
　
　  

現
状
は

町
長
令
和
元
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

安丸 眞一郎 議員
やすまる しんいちろう

　日
本
の
農
業
や
多
く
の

産
業
を
支
え
る
外
国
人
と

の
共
生
社
会
は
、
災
害
に

備
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
も
急
務
で
す
。

議
員
の
つ
ぶ
や

き

　
不
登
校
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
は
。

議員モニターさんと
意見交 換

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、特
別
会
計
も
合
わ
せ

る
と
1
2
1
億
円
を
超
え
る
大
型
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
に
は
、大
刀
洗
町
の

持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
予

算
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
全
議
員
で
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

住
民
の
代
表
と
し
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

一般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は一部
の
事
業
を
認

め
ず
、修
正
可
決
と
し
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
出
た
意
見
に
十
分
留
意
し
て
町

政
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　
3
月
定
例
会
の
感
想
を
活
発
に
意
見

交
換
し
ま
し
た
。
ご
意
見
は
議
会
運
営

や
政
策
提
言
に
生
か
す
よ
う
一
同
が
ん

ば
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
て
、
4
期
目
の
モ
ニ
タ
ー
さ 

ん
た
ち
は
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
2

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
長
　高
橋  

直
也

内
に
こ
ど
も
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、居
場
所
の
な

い
子
ど
も
に
対
し
て
も
支
援
を

行
う
。

☆
こ
の
ほ
か
に
、
役
場
窓
口

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
庁
舎
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

手 話 通訳
あります

本会議などに
手話通訳者を
配置できます。

議会だよりの全文朗読を
CDに収録して自宅にお
届けします。

議会事務局
℡77-4112（FAXも同じ）

お問い合わせ お問い合わせ
社会福祉協議会
℡77-4877

声
の議会だより
お届けします

　
本
会
議
で
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
も

踏
ま
え
た
発
言
が
あ
り
、
有
意
義
な
意

見
交
換
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
の
委
員
会
が
傍
聴
で
き
る
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
論

の
テ
ー
マ
が
事
前
に
分
か
れ
ば
傍
聴
も

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
校
区
の
自
主
防
災
会
は
、
お
も
に

地
域
の
役
員
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
せ
っ
か
く
な
ら
防
災
士
に

も
構
成
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
は
。

　
最
近
の
一
般
質
問
は
聞
き
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。「
言
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
」
で
は
な
く
、
積
極
的
に
発
言
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
に

　
役
場
駐
車
場
や
校
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
町

が
管
理
す
る
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で

き
な
い
か
。

　
消
防
団
の
第
１
、
第
４
分
団
に
つ
い
て
は
、

車
庫
の
新
築
工
事
に
あ
わ
せ
5
年
度
末
ま
で

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
大
堰

公
園
に
も
設
置
予
定
で
あ
る
。

対
応
中

　
最
近
は
気
温
が
高
く
、
体
育
の
授
業
で
熱

中
症
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
も
空
調
機
が
必
要
で
は
。

　
設
置
済
み
の
他
自
治
体
を
調
査
中
。
費
用

な
ど
も
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
す
る
な
ど

し
て
い
る
。

調
査
中

　
1
月
29
日
に
公
民
館
サ
ー
ク
ル「
座・

た
ち
あ
ら
い
楽
集
塾
」の
皆
さ
ん
と
も

意
見
交
換
し
ま
し
た
。



委 員 会 レポート

●  防災・減災に対応できる措置とは  ●

たちあら
い 議会だ

より  第
178号

令和5年
4月28日

発行

3

たちあら
い 議会だ

より  第
178号

令和5年
4月28日

発行
2

今年の開
催予定は

21ページ
へ

これまで
の検証は

コチラ

今年の予
算審議は

4ページか
ら

聞く
サイクル

①

調べる
サイクル

②

4カ所で議
会報告会

議員研修
を受講

今年も全
国コンク

ール

入賞しま
した！

23ページ
へ

議会だよ
りでお知

らせ

検証す
る

サイクル
④

提言す
る

サイクル
③

議会活動
を検証

　年4回
、定例会

ごとに意
見交換を

おこない
ま

す。議会
を傍聴、

視聴して
の感想や

意見をい
た

だき、議会
運営や議

論

の改善に
努めてい

ま

す。
今回の懇

談は

21ページ
へ

委員会レ
ポートは2

2ページへ

議会モニ
ターさん

と意見交
換

報告会の
ご意見へ

の回答は
コチラ

今年の予
算審議は

サイクル
②

提言す
る

3月
定例会

9月
定例会

み

なさ
んの を声

モニター
懇談

モニター
懇談

議会だより

議
会
だ
より

議会だより

議
会
だ
より

モ
ニ
タ
ー

懇
談

モ
ニ
タ
ー

懇
談

定例会
懇
談予算

12
月
定
例
会

６
月
定
例
会

６

　大刀洗
町議会は

、1年に

みなさん
との意見

交換や、

動をおこ
なってい

ます。

　みなさ
んの声が

予算に反

動サイク
ル確立を

めざして

4回の定
例会を軸

に、住民の

ご意見に
もとづい

た調査活

映される
ような、

年間の活

います。

定例会
決算

2月には
おもな

新規事
業の説

明を受
け、

町内の
工事場

所も現
地を確

認しま
す。

　4カ所
の校区セ

ンターで
議会報告

会をひら
き、全議

員が参加
します。小

テーブル
に分かれ

てざっく
ばらん

に意見交
換し、すべ

てのご意
見を議会

に持ち帰
って対

応を協議
します。

　議長会
が主催す

る研修に
積

極的に参
加し、議会

の権限や
責

務、一般
質問の手

法などを
学ん

でいます
。広報委

員会も毎
年研

修を受講
し、紙面や

企画の改
善

に生かし
ています

。

　年4回
、定例会の

約1カ月後
に発

行してい
ます。議

会活動を
お伝え

するとと
もに、報

告会での
意見や

対応状況
も紹介し

、双方向
型の紙

面づくりに
日々努力

していま
す。

　3月議
会は、1年

間の予算
を審議し

ま

す。予算
の中に議

会や報告
会の提言

が

反映され
ているか

、予算委員
会で検証

し

ます。予算
執行にあ

たっての
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ることもあ
ります。
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れたか、
事業は
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行われた
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します。

　審査結
果や報告

会意見の
対応をと

りまとめ
、町に

提言し、来
年度予算

に反映さ
れるよう

求めます
。

　基本条
例にもと

づく活動
ができて

いるか、毎

年自己評
価を続け

ています
。議会モニ

ターさん

からの意
見も踏ま

え、改善や
充実に努

めます。

　議会報
告会の意

見を分野
別に仕分

けし、委

員会で2カ
月かけて

対応を調
査します

。

　また、委
員会は、

年間計画
にもとづ

いて重点

課題を調
査します

。先進地を
視察した

場合は報

告書を作
成し町へ

の提言に
つなげま

す。
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資源やし尿の処理状況は

冠水対策の現場などを調査

　ごみ減量化とサンポートの今後に
ついて、住民課から説明を受けまし

た。現在、ごみの減量や資源化が求められ
ており、本町では月1回の不燃物回収に加
え、校区センターで資源回収ステーション
を試行しています。

1
22

　サンポート、三輪産業、両筑苑
（し尿処理）を訪問し調査しまし

た。サンポートは施設の稼働から20年、両
筑苑は40年が経過し老朽化が進んでおり、
施設の更新に向けた検討が必要とのことで
した。三輪産業では、資源ごみの分別につ
いて説明を受けました。

2
5

　防災無線の活用状況について説明
を受けたあと、役場内の無線設備を

確認しました。

1
29

　６年度に実施予定の町営住宅改
修、床島地区の冠水対策や高樋で整

備中の調節池を調査し、事業見通しなどの
説明を受けました。

2
15

　緊急の課題である防災・減災対策
のため、地方単独事業を全国レベル
で早急に進めるよう創設された緊急
防災・減災事業債が活用できる。国
による措置率は70％。

広報委員会 多様な広報手段の活用を学ぶ

松本委員長

　資源やごみ処理施設の
老朽化が課題となってい
ます。今後は、課題解決に
向けた取り組みや資源回
収ステーションの運営な
どについて研究します。

ココを
生かす

　岡山県美咲町、津山市における先
進的な活動内容を調査しました。両

議会とも、議員による議会紹介の動画配信
や出前懇談会、小中高校、大学生など多様
な世代との政策議論など、多様な広報・広
聴手段が実践され、住民意見の聞き取りや
行政への政策提言に生かされていました。

　大刀洗町でも6年度にホームページのリ
ニューアルが予定されており、議会としても
会議案内や公開情報の充実、動画やアン
ケートの活用などを1年かけて検討する予定
です。

11
22

平山委員長

　住民の皆さんとの情報
交換として、若い世代と
の交流やホームページ、動
画など、多様な広報手段
の活用に取り組みます。

ココを
生かす

古賀委員長

　水害対策の現地調査を
行い、必要性を再認識し
ました。６年度は防災や
農村環境整備などの調
査・研究を進めます。

ココを
生かす

杵築市議会のみなさんと

美咲町にて、メディアミックスの研修 両筑苑の処理施設

改修予定の町営住宅にて

入賞した178号です

視察を受け入れました 全国議会広報コンクール

第 4  位
　全国町村議長会が主催する議会広報コン
クール（応募300紙）で、たちあらい議会だよ
り１７８号が第４位に入賞しました。平成２７年
から９年連続のベスト１０入りです。
　今後とも住民の皆さんとの情報共有の重要
なツールとして充実を心がけます。

　議会の広報活動について、全国からの視察を
受け入れ、活発に意見交換しています。

審
査
結
果
は

コ
チ
ラ

これまでの受け入れ実績はコチラ
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1/24 愛媛県松前町
1/25 佐賀県基山町
2/8 筑後市(講師派遣)
2/9 大分県杵築市
2/13 熊本県芦北町
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　防災無線の活用状況について説明
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備中の調節池を調査し、事業見通しなどの
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　緊急の課題である防災・減災対策
のため、地方単独事業を全国レベル
で早急に進めるよう創設された緊急
防災・減災事業債が活用できる。国
による措置率は70％。

広報委員会 多様な広報手段の活用を学ぶ

松本委員長

　資源やごみ処理施設の
老朽化が課題となってい
ます。今後は、課題解決に
向けた取り組みや資源回
収ステーションの運営な
どについて研究します。
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　岡山県美咲町、津山市における先
進的な活動内容を調査しました。両

議会とも、議員による議会紹介の動画配信
や出前懇談会、小中高校、大学生など多様
な世代との政策議論など、多様な広報・広
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行政への政策提言に生かされていました。
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会議案内や公開情報の充実、動画やアン
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画など、多様な広報手段
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古賀委員長

　水害対策の現地調査を
行い、必要性を再認識し
ました。６年度は防災や
農村環境整備などの調
査・研究を進めます。
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杵築市議会のみなさんと
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から９年連続のベスト１０入りです。
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なツールとして充実を心がけます。
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たちあらい

182
第

号

パソコンやタブレット、
スマートフォンからも
ご覧いただけます

ここをクリック

インターネット配信やってます 次回定例会の予定

6月7日（金）～
　　  　　　14日（金）
一般質問

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

6月10日（月）、11日（火）

議会 Facebookも
更新中

QRコードから
アクセス

　約
90
億
円
の一般
会
計
予
算
の
な

か
で
、特
に
な
に
を
紙
面
で
お
伝
え

す
べ
き
か
編
集
会
議
で
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
直
結
す
る
も
の
や
関
心
の
高
い

分
野
、議
会
で
修
正
し
た
事
業
な
ど

を
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　ま
だ
至
ら
な
い
点
は
多
い
で
す

が
、今
後
も
住
民
目
線
で
の
編
集
を

心
が
け
ま
す
の
で
、忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
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行
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任
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橋
直
也

聞き手から
（平山）

　技
術
の
進
歩
で
日
々

変
化
す
る
世
の
中
、
政

治
も
長
期
的
な
展
望
で

将
来
像
を
描
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。

多
様
な
世
代
が
集
え
る

　
　
　
　
　
運
動
施
設
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冨
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佐
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拓
海
さ
ん（
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歳
）

さ

　

 

だ

た
く
み

　
専
門
学
校
で
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
コ
ー
ス
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

毎
日
西
鉄
甘
木
線
で
博
多
の
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
2
年
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か

ら
現
在
ま
で
、
サ
ッ
カ
ー
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ー
ム
に

所
属
し
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
す
か
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選
挙
に
は
県
議
選
、町
議
選
の
2
回

行
き
ま
し
た
。小
さ
い
こ
ろ
に
親
に
連

れ
ら
れ
て
投
票
所
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、抵
抗
な
く
投
票
で
き
ま
し

た
。候
補
者
を
選
ぶ
と
き
は
、私
た
ち

の
長
い
将
来
を
考
え
て
く
れ
る
人
を

と
、比
較
的
若
い
方
を
選
ぶ
こ
と
が
多

い
で
す
。
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歳
に
な
り
選
挙
権
を
得
ま
し
た
が
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、多
く
の
方
の

健
康
づ
く
り
や
軽
い
運
動
、フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、高

齢
者
の
方
の
健
康
維
持
も
社
会
的
な

責
務
で
す
。

　
大
刀
洗
町
で
も
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

や
、だ
れ
で
も
気
軽
に
運
動
で
き
る
公

園
が
も
っ
と
町
内
に
あ
れ
ば
、小
学
生

か
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高
齢
の
方
ま
で
、多
様
な
世
代
が

交
流
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き
る
場
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

大
刀
洗
町
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
。

　
最
近
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
も
科
学
的
知

見
を
取
り
入
れ
、
デ
ー
タ
分
析
を
も
と

に
効
果
的
な
練
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
時
代

は
商
業
科
で
情
報
技
術
を
学
び
ま
し
た

し
、
情
報
の
活
用
で
ス
ポ
ー
ツ
界
に
さ

ら
に
活
気
が
出
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
プ
ロ
選
手
の
ト
レ
ー
ナ
ー

を
目
指
し
た
り
、
海
外
で
の
経
験
も
積

み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
夢
や
目
標
は
。

5月29日（水）　午後7時
大堰交流センター

5月28日（火）　午後7時
本郷・ふれあいセンター

5月18日（土）　午後2時
菊池・就業改善センター

5月17日（金）　午後7時
大刀洗・南部コミュニティセンター第

14
回
議
会
報
告
会

特 

集
新
年
度
予
算

く
わ
し
く
は

議
会
報
告
会
で
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